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はじめまして。
本年４月、釧路市立博物館第24代館長に就任しました
秋葉薫（あきば　かおる）と申します。
これまで18年６か月ほど釧路市の観光振興に携わり、
最近始めたＸ（旧Twitter）のプロフィールのとおり「漫
画を含む面白本、海釣り、ＳＫＩ、ワイン＆成吉思汗が
好き」です。
※当館公式アカウントとともに「秋葉です／釧路のＷ
ＡＯ！伝えたいんです」をフォローいただけると非
常にうれしいです。
　よろしくお願いいたします！

着任以降、それぞれの分野のエキスパートである学芸
員から数々の目ウロコ話を聞き、非常に豊かな館長ライ
フを過ごさせていただく中「学芸員は素晴らしい“釧路
の宝”。もっとたくさんの人たちに知ってもらって、豊
かな釧路ライフを過ごしてもらいたい」という思いを強
くしていました。
そんな時、釧路市主催の「ＳＮＳを活用した広報力実
践講座（通称「釧路エクスマ」）」の機会を得、講師から「こ
の講座の参加者100人が、釧路の魅力を１日１回365日発
信することが狙い。世界に向けた釧路の発信効果でスゴ
イことを起こせる」と聞き、「先ずは自分の人柄を伝え、
興味を持たれることが大切」と、その場を楽しむあまり
に画像を撮り忘れたり、文案を考えるあまりにその場を
楽しめなかったりしながら１日１ポスト※（※Ｘでの発
信単位）を楽しんでいます。

さて、先日、当館で博物館実習をされている未来の学
芸員の皆さんと話す機会があり「博物館とは」と質問し
てみたところ「国籍や年齢、性別に関係なく、色々な人
が楽しく自由に学べるところ」「観光等で訪れた方が地
域を知るための施設」などの答えが返ってきました。

私からは「博物館という場は、自然環境の歩みと人の
歩みとを総合的に把握し、未来に歩みだすきっかけが生
まれるような場所」という豊田市博物館の高橋副館長の
言葉を紹介させていただきました。
紹介の際には「これまで私は、博物館は地域の歴史＝

過去を保存するという認識でした。でも、この言葉に触
れ“利用者が未来を歩みだす知恵を学芸員から得られる
博物館”という博物館像を得ることが出来たので、皆さ
んにおすそ分けします」という言葉を添えました。

未来を創る「釧路市立博物館」
この実現や持続には学芸員や当館スタッフの「おもて

なしの心」に基づく、たゆまぬ努力が必須なのは当然です。
さらに、日ごろより我々を支えてくださる来館いただ

くお客様はもとより「釧路市立博物館友の会」をはじめ
といたします格別のご支援や、ご寄贈などをいただいて
おります皆様方のお力添えを何よりも必要としてござい
ますことから、明るい未来のために末永くよろしくお願
い申し上げます。

秋葉　　薫（釧路市立博物館　館長）

「未来を創る博物館」
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〈表紙写真〉　市内西部に鎮座する音別神社境内には稲荷社があり、1929(昭和４)年に奉納された狐像と出会えます。今年３月
下旬。マフラーが巻かれた姿に、地域の方との結びつきを感じました。思わずほっこり。狐も微笑んでいました。 （戸田 恭司）


